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第三者検証委員を交えての
準備会合

―

第三者検証委員会での検証 ３月１７日、３月２４日

派遣日

３月８日



３月３日第４回検証委員会合意 

外部の専門職を入れた利用者一人ひとりに対する支援の充実 

（外部チェック・支援体制の整備・強化） 
 
１ 目 的 

  利用者一人ひとりに対して、外部から相談支援に長けた専門職を派遣し、現場職員と

協働して、利用者本人の声を聴き又は汲み取り、また家族の意向も確認しながら、利用

者にとって最も相応しい支援を作り上げていくことを目的とする。 

 
２ 改善策 

「パーソナルサポーター」の配置 
 

○県から派遣された外部の専門職（相談支援専門員等を想定）を、施設全体ではなく、

利用者ごとに配置する。一人の利用者に一人の配置を原則とするが、状況に応じた弾力

的な運用とする。 
○当面、２週間に一回程度（あるいはそれ以上）施設に赴き、現場職員と協働して、   

基本的に全ての支援記録を確認し、本人の意向や日常生活の把握に努める。 
○先行緊急対応として、養育園第２寮の一部利用者を対象とする。 

 
  なお、２月１４日付け緊急提言において挙げられた「スーパビジョン委員会（仮称）

の設置」や「利用者ごとの個別支援連絡会議の開催」については、派遣者からの報告を

受けながら、そのあり方も含め、引き続き検討する。 

 
 
 


